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1. 難病のゲノム医療提供体制とがんゲノム医療提供体制の異動に
ついて検討し、難病ゲノム医療では、単一遺伝子疾患を当面の対
象とすること、この場合には、希少性、遺伝性の観点で、がんゲ
ノム医療とは大きく異なる事をとりまとめた。

2. ゲノム医療のリソースを最大限活用しながら、難病ゲノムより適
した体制を迅速に構築する必要がある事を提言した。

3. 難病ゲノム拠点病院の役割と、そこに設置されるエキスパートパ
ネルの設置要件（案）をとりまとめた。
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